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（東洋日の出新聞「本日の秋帆祭」1915 年 2 月 28
日付）と報じられているので、会の運営は福田に
委ねられていたとみられる。 














でいた 1912（大正元)年 12 月、古賀十二郎は『長


































































































































































































































書・長崎古蹟保存会規約』の規約第 3 条の 9 には、
「図書館及博物館ヲ設置スルコト」とあるので、
この古賀の意見が反映されたと思われる（長崎古
蹟保存会は前述のように 1913 年 2 月創立） 




10 月 18 日付『長崎日日新聞』は、「長崎史蹟研究
会」という見出しで「長崎市古賀十次郎（ママ）、
藤川次郎其他史蹟に趣味を有する人士らは予て外









正 2）年 12 月に「会員三十余名の来会あり福田氏
島瀬氏等の興味ある史談ありて午後四時過散会せ
り」（「長崎史談会」12 月 23 日）と伝え、1915（大
正 4）年 1 月には、「史談会員古賀、福田[…]の諸
氏は和蘭貿易時代の史料蒐集の為め四日北松浦郡
平戸に出張せる」と伝えている（「史談会の材料蒐
集」1 月 9 日）。これらの記事にある福田とは福田
忠昭のことであろう。さらに、1915（大正 4）年 2





















1908（明治 41)年度の 199 館（公立 64、私立 135）
























































































出新聞「図書館御立寄」1920 年 4 月 3 日、長崎日
日新聞「史料を御説明 県率長崎図書館長永山時




























































































































































































































































































ととし84、1929 年 2 月から 1930 年 2 月にかけて、
古賀十二郎、福田忠昭、武藤長蔵、永山時英の 4
名に選定を委嘱した。この 4 氏からは、1930（昭
和 5）年 2 月までに次のような回答が寄せられた
（要旨のみ）85。 
 

































が長崎を対外貿易を認めた天正 16年 4月 2日と
すべき。 
 











暦に換算して 4 月とし、神武天皇祭日の 4 月
3 日でもよい。 
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武藤長蔵： 元亀 2年 3月または 4月の適当の日（例











だが、元亀元年 3 月 16 日は深堀勢との戦争の
記念日であり、長崎開港の記念日ではない。
長崎の町割を定めた元亀 2 年 3 月を記念すべ
き年月とすべきと信じる。その日付は不明。 








④以上のことから元亀 2 年の陽暦 3 月または 4
月とし、適当の日、例えば神武天皇祭の 4 月
3 日を選んではどうか。また、森崎祭礼の 3





















































































































































































































たので、それから約 1 ヶ月後の 1930（昭和 5）年




結果、長崎開港の年は元亀 2 年（1571 年）、月日











日決定 廿七日に祝賀会挙行」1930年 4月 3日）97。 
永山が主張した日が採用されたことについて






































年 2 月から 3 月であり、1930 年 2 月に福田にも同
じ依頼をし、会議所がたびたび回答を求めた結果、
同年 2月 24日にようやく 4人からの回答がすべて





















10、長崎民友新聞 1958 年 4 月 29 日）。 
これらから、長崎市や商工会議所は、1927 年頃











辺の回想は 1 回目と 2 回目の協議会を混同してい
る可能性がある）、開港記念日の行事や催しは、記


































































1930 年の第 1 回開港記念式は、開港年とされた
元亀 2（1571）年から数えで開港 360 年とされた
ようだが、1931（昭和 6）年の第 2 回開港記念式














































殊に意義ある所以」（「長崎みなと祭」1935 年 4 月

















































パートでは、皇紀 2600 年、開港 370 年、新国民政
府成立（注：汪兆銘による南京国民政府）を記念
した展覧会が実施された（長崎日日新聞「長崎の






















談叢』の第 31 輯（1942 年）には、江口礼四郎の

































































































































































その一方、現在は、2021 年に長崎開港 450 周年
を迎えるとして、その記念事業を行うために、長
崎県、長崎商工会議所、長崎市を発起人として、
100 を超える団体が参画した長崎開港 450 周年記




亀 2 年（1571 年）に開港し、令和 3 年（2021
年）に開港 450 周年（開港記念日：4 月 27 日）
を迎えます。長崎港は、鎖国時代から海外へ
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開港 400 年記念行事（1970 年）や、日本人の転出
超過数が全国市町村のなかで最多となっているな
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年）によれば、昭和 6 年は長崎開港 360 年として
催され、それ以後は 361 年、362 年と数えられて
いるが、昭和 10 年には 364 年になるべきものが
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